
◆ ◆

グローバリゼーションに対応した人材の育成
～日本から海外へ、世界の列国に伍していけるか～

近年、海外へ留学する高校生の減少などから日本の若者の「内向き志向」が指摘されている。内向き志向は必ずしも
若者の志向のみに起因するものではなく、景気低迷や教育費の高騰など様々な要因が考えられるが、世界的な競争と共
生が進むグローバル社会において、豊かな語学力を身に付け異文化体験を積み世界で活躍する人材を育成することは極
めて重要であり、国全体で取り組むべき課題である。
その中で、多言語主義が世界の基調とは言え、学術やビジネスの世界では英語が国際共通語として最も中心的な役割

を果たしていることは周知の事実であり、グローバル社会を生きる子どもたちの可能性を広げる重要なツールであると
ともに、日本の国際競争力を高めていくための重要な要素になっている。
現在、日本の大学が国際標準である秋入学への全面移行を検討し始めているが、これにより、高校生の多様で柔軟な

進路設計を促進するという観点では、海外の大学への進学機会も拡大することになり、その際必要となる英語力を証明
するTOEFLやIELTSへの対応は、高等学校の英語教育の中で明確な位置付けの下に行うことが望まれる。更に、語学力を
ベースに国際標準のカリキュラムによる教育も必要となり、国際的に通用する大学入学資格取得のための国際バカロレ
ア（IB）教育の導入も視野に入ってくる。
本年度は、グローバリゼーションに対応した人材育成の一環として、私立学校における公私の国内競争はもちろんの

こと、高校教育の国際化、高校卒業者の質の保証の観点から、近年注目されているIB教育の実態や課題等について多角
的な視点から研究する。

◆ ◆ 平成24年9月21日(金)

◆ ◆ こどもの城研修室（〒150-0001 東京都渋谷区神宮前5-53-1 ℡03-3797-5677）

◆ ◆ 学校法人玉川学園（〒194-8610 東京都町田市玉川学園6-1-1）

※研修会に関するお問い合わせは、日本私学教育研究所(電話03-3222-1621)にお願いします。

◆ ◆ 50名（先着順)

※会場の収容人数の都合により定員に達した時点で締め切らせていただきます。

◆ ◆ 理事長、校長、副校長・教頭、国際理解教育担当及び一般の教員

◆ ◆ １７，０００円（昼食費を含む。）

◆ ◆ 演 題 「グローバル化と国際教育」 ※諸事情により講師が変更になりました。

講 師 東 儀 正 人（カナダ教育連盟 ディレクター）

◆ ◆ 演 題 「高大継続カリキュラムとしてのＩＢディプロマと

世界の大学のＩＢディプロマに対する評価」

講 師 後 藤 敏 夫（ワールドクリエイティブエデュケーショングループ CEO）

◆ ◆ 「学校法人玉川学園 国際バカロレア（ＩＢ）プログラム」

①学内見学

②国際バカロレア（ＩＢ）プログラムの説明

③国際バカロレア（ＩＢ）クラス参観

④研究協議

※プログラムの順番が変更になりました。

会 期

研究のねらい

全国私立中学高等学校 私立学校専門研修会

実 施 案 内

国 際 教 育 研 究 部 会

平成24年度

募集人員

参加対象

講 演 ①

学校視察

一般財団法人日本私学教育研究所※ 日本私立中学高等学校連合会

※平成24年4月より一般財団法人に移行いたしました。

会 場

参 加 費

講 演 ②



◆ ◆

※学校視察は会場（こどもの城研修室）より、貸し切りバスにて移動します。交通渋滞等で、予定時間

が遅れたり、プログラムの一部が変更する場合もございますのでご了承ください。
なお、研修会終了後は、渋谷駅までバスにて移動し、解散とします。

◆ ◆
東 儀 正 人（カナダ教育連盟 ディレクター）

後 藤 敏 夫（ワールドクリエイティブエデュケーショングループ CEO）

中 谷 晴 彦（玉川学園学園教学部 次長「国際バカロレア担当」）

高 島 健 造（玉川学園学園 国際バカロレア・プログラムシニアスタッフ）

◆ ◆

大 羽 克 弘（千葉英和高等学校 理事長・校長）

須 藤 勉（東京学園高等学校 校長）

平 方 邦 行（聖学院中学高等学校 理事長特別参与・校務部長）

山 中 幸 平（学校法人山中学園 理事長）

鈴 木 秀 一（一般財団法人日本私学教育研究所 事務局長）

◆ ◆

１．別紙「参加申込書」に必要事項を記入のうえ、下記「申込先」にご郵送またはFAXにてお送りください。

◆申込締切日 ◆ 平成２４年９月１４日（金）必着

※申し込みは先着順に受け付けますので募集人員をこえた場合は、会場の収容人数の

都合により、期日前でも締め切らせていただくことがあります。

◆申 込 先 ◆

〒102-0073 東京都千代田区九段北4-3-8 市ヶ谷UNビル6階

「一般財団法人 日本私学教育研究所 私立学校専門研修会係」宛

電話 03(3222)1621 FAX 03(3222)1683

ホームページ http://www.shigaku.or.jp/

講師・指導員（順不同）

専門委員・指導員（順不同）

玉川学園は、1929年の創立以来、「全人教育」の理念を掲げ、グローバル社会で活躍できる人材の輩出を目指し、

国際的に認められる大学入学資格が付与される世界共通の教育プログラム「国際バカロレア（IB）プログラム」を導
入し、ミドルイヤーズプログラム（MYP 7年生-10年生）及びディプロマプログラム（DP 11年生-12年生）のクラ
ス「IBクラス」を設置している。今回、同クラスを訪問し、「IBプログラム」について、実際の授業を参観しながら、IB
教育の実態や課題等について多角的な視点から研究する。
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基本日程

東儀正人：東京都公立学校の教員として15年勤務。東京都教育委員会指導主事。シカゴ大学院でアドラー心理学を学

ぶ。帰国後神奈川県藤沢市に「湘南インターナショナルスクール」を創設。初代学園長。静岡県教育委員

会スクールカウンセラー。アドラー心理学カウンセリング指導者。カナダ教育連盟ディレクター。

著書等：「外国語教育３ 幼稚園・小学校編」（朝日出版）。

後藤敏夫：横浜市出身。上智大学経済学部卒業。1990年に香港で起業。海外子女のための進学教室オービットアカデ

ミックセンターを香港、シンガポールにて設立・運営。各国のインター校生徒の教科指導、GCSE、IBの履

修相談等に長年従事。現在は海外大学進学、IELTS等の英語資格試験学習方法の教育セミナーを多数開催

するほか、日本の中・高・大学の海外生募集サポート、インター校生徒の成績審査も行う。シンガポール

在住。シンガポール日本商工会議所会員。

参加申込み方法



２．参加申込書受付後、「参加確認証」と「参加費等請求書（コンビニ払込用紙）」をお送りいたしますので、

指定されたコンビニエンスストアで参加費(17,000円）をお振り込みください。なお、参加費等の領収書は｢払

込受領証｣をもって代えさせていただきますので、大切に保管してください。

※申し込み後、２週間以内に上記の書類が届かない場合はお電話にてご確認ください。

◆ ◆

１．「参加確認証」は当日受付にご提示ください。

２．参加申込のキャンセル・ご欠席について

必ずお電話(03-3222-1621)にて「私立学校専門研修会係」までご連絡ください。なお、参加費のご返金・

キャンセル料等は下記にて取り扱いますのでご了承ください。

①９月14日(金)15:00までにご連絡をいただいた場合

お振り込みいただいた参加会費は研修会終了後１ヶ月以内にご返金いたします。

ただし、事務手数料として1,000円を申し受けますのでご了承ください。

②９月14日(金)15:00以降にご連絡をいただいた場合。または無断でご欠席の場合、いったん納入された

参加費の返金はいたしかねます。研修会資料等の発送をもって代えさせていただきます。なお、参加費

のお振り込みがされていない場合でも、キャンセル料として参加費の全額申し受けますのでご注意くだ

さい。

◆ ◆

当研究所では、参加される先生方の個人情報は、厳重に管理・保護の上、その取扱いについては、法令その他の規範を

遵守し、細心の注意を払います。参加申込書にご記入いただく個人情報は、参加確認証および研修会参加のために必要な

書類の送付、実施要項の名簿の作成、当研究所の研修会開催等の情報の送付、また何らかの理由で研修会に参加される先

生方に連絡する必要が生じた場合のみに利用いたします。

◆ ◆

個人情報の取扱について

会場のご案内

参加申込み後の注意

● 渋谷駅（ＪＲ山手線・埼京線・東急東横線・田園都市線・京王井の頭線・銀座線・半蔵門線･副都心線）

から徒歩10分（東口／宮益坂側）

★渋谷駅東口から路線バスも運行しています。

（都営バス渋谷駅（東口バスターミナル）から[渋88]新橋駅前行「青山学院前」下車すぐ。）

● 表参道駅（地下鉄銀座線・千代田線・半蔵門線）Ｂ２出口から徒歩8分／Ｂ３出口から徒歩9分

※ Ｂ３出口をご利用になると、改札の階から地上まで上りエスカレーターとエレベーターが設置されています。



●こどもの城ホテル・研修室 ９階「９０２・９０３」研修室

会 場 案 内



一般財団法人日本私学教育研究所

FAX番号 03-3222-1683
【申込締切日：9月14日（金）必着】

平成２４年度 全国私立中学高等学校

私立学校専門研修会国際教育研究部会
参 加 申 込 書 平成24年 月 日

（ふりがな） 男

① 参 加 者 氏 名

女

③

② 学 校 名 職

名

〒

④ 学 校 住 所

TEL （ ） FAX （ ）

※ 参加確認証を上記の参加者ご本人、または学校住所以外への送付を希望する場合は、通信欄に送付先
および受取人氏をご記入ください。

⑥ 参 加 者 連 絡 先 ※

※緊急の場合、確実に連絡がとれる携帯電話番号・自宅電話番号等をご記入ください。

⑦メール
アドレス ※今後、当研究所からの研修会のご案内等のメール配信をご希望の方は、メールアドレス（携帯電話のメールは

不可）をご記入ください。（過去に当研究所の研修会に参加し、申込書等にご記入いただいた方は、すでに登録
されておりますので、記入の必要はございません。アドレス変更の場合はご記入ください。）

⑧ 通信欄（研修会で取りあげたい課題・事例、あるいは質問事項等がございましたら、あわせてご記入ください。）

※郵送，FAXでお申し込みください。（FAXの場合、送信後、着信の確認電話をお願いします。） 受付番号
※複数名の参加の場合は、恐れ入りますが、本参加申込書をコピーしてご記入ください。


